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【手続補正書】
【提出日】平成30年8月24日(2018.8.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクが充填されたインクパックと、
　前記インクパックの厚み方向に対して垂直な方向の部分を支持することにより前記イン
クパックを横置きの状態で収容する容器と、
　前記容器の後端が前記容器の前端よりも低くなるように前記容器を支持する傾斜部と、
を備え、
　前記インクパックは、上面部と下面部とを備え、
　前記インクパックの後部には、前記上面部と前記下面部とが溶着された溶着領域が設け
られ、
　前記インクパックの後端部には、前記インクパック内のインクが流出するインクパック
キャップが設けられている、インクジェット式記録装置。
【請求項２】
　前記インクパックキャップは、前記インクパックの後端部の中央に設けられている、請
求項１に記載されたインクジェット式記録装置。
【請求項３】
　前記インクパック内には、インク充填部と、前記インク充填部の後方において前記イン
ク充填部に連結したインク流出部と、前記インク流出部の後方において前記インク流出部
に連結したインク供給部とが形成され、
　前記インク流出部および前記インク供給部の左右両側には、前記溶着領域が設けられて
いる、請求項１または２に記載されたインクジェット式記録装置。
【請求項４】
　前記インクパックキャップの一部は、前記インク供給部に挿入されている、請求項３に
記載されたインクジェット式記録装置。
【請求項５】
　前記インク流出部は、前記インク充填部から離間するにつれて幅が小さくなるように設
定されている、請求項３または４に記載されたインクジェット式記録装置。
【請求項６】
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　前記インク供給部の幅は、前記インク充填部の幅よりも小さい、請求項３から５までの
何れか１つに記載されたインクジェット式記録装置。
 
【請求項７】
　前記インクパックに対して着脱可能に装着されるアダプタを備え、
　前記アダプタは、
　　後面部と、
　　前記後面部の上端に接続された上面部と、
　　前記後面部の下端に接続された下面部と、
　　前記上面部の左端に接続された左壁部と、
　　前記上面部の右端に接続された右壁部と、
を備え、
　前記左壁部と前記下面部との間、および、前記右壁部と前記下面部との間には、それぞ
れ隙間が設けられ、
　前記インクパックには、前記インクパックが前記後面部に配置されると共に、前記イン
クパックの後部が前記隙間に配置されるようにして前記アダプタが装着される、請求項１
から６までの何れか１つに記載されたインクジェット式記録装置。
【請求項８】
　主走査方向に延び、前方に向かって形成された開口を有し、前記容器が収容される容器
収容部を備え、
　前記傾斜部は、前記容器収容部の底部に設けられている、請求項１から７までの何れか
１つに記載されたインクジェット式記録装置。
【請求項９】
　記録媒体を支持するプラテンを備え、
　前記容器収容部は、少なくとも一部が前記プラテンの上方に配置されている、請求項８
に記載されたインクジェット式記録装置。
【請求項１０】
　前記容器収容部は、主走査方向に沿って複数の個別収容部に区分けされている、請求項
８または９に記載されたインクジェット式記録装置。
【請求項１１】
　前記容器の前部には、垂直に配置された前板部材と、前記前板部材に連結され当該前板
部材の前方に位置する板状の把持部と、が設けられている、請求項１から１０までの何れ
か１つに記載されたインクジェット式記録装置。
【請求項１２】
　厚み方向に対して垂直な方向の部分を支持することにより横置きの状態で容器に収容さ
れるインクジェット式記録装置用インクパックであって、
　上面部と、
　下面部と、
を備え、
　後部には、前記上面部と前記下面部とが溶着された溶着領域が設けられ、
　後端部には、内部のインクが流出するインクパックキャップが設けられている、インク
ジェット式記録装置用インクパック。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】インクジェット式記録装置およびインクジェット式記録装置用インクパッ
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット式記録装置およびインクジェット式記録装置用インクパック
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、水性インクなどのインクを用いるインクジェット式記録装置が知られている
。近年では、比較的大型のサイズの記録紙に記録することが可能なインクジェット式記録
装置の開発が進んでいる（例えば、特許文献１参照）。大型サイズの記録紙に対応して、
インクジェット式記録装置も大型化している。このような大型のインクジェット式記録装
置においては、インクを大量に消費することが多いため、インクパックを収納したインク
カートリッジの交換頻度が高くなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２６６７３２号公報
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明に係るインクジェット式記録装置は、インクが充填されたインクパックと、前記
インクパックの厚み方向に対して垂直な方向の部分を支持することにより前記インクパッ
クを横置きの状態で収容する容器と、前記容器の後端が前記容器の前端よりも低くなるよ
うに前記容器を支持する傾斜部と、を備えている。前記インクパックは、上面部と下面部
とを備えている。前記インクパックの後部には、前記上面部と前記下面部とが溶着された
溶着領域が設けられている。前記インクパックの後端部には、前記インクパック内のイン
クが流出するインクパックキャップが設けられている。
【０００５】
　本発明に係るインクジェット式記録装置用インクパックは、厚み方向に対して垂直な方
向の部分を支持することにより横置きの状態で容器に収容されるインクジェット式記録装
置用インクパックであって、上面部と、下面部と、を備えている。後部には、前記上面部
と前記下面部とが溶着された溶着領域が設けられている。後端部には、内部のインクが流
出するインクパックキャップが設けられている。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の一実施形態に係るインクジェットプリンタの正面図である。
【図２】本発明の一実施形態に係るカバー部材を開放した状態のインクジェットプリンタ
の斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る容器収容部の傾斜部の側面図である。
【図４】本発明の一実施形態に係るインクパックの平面図である。
【図５】（ａ）は本発明の一実施形態に係るインクパックにアダプタが設置された状態の
斜視図であり、（ｂ）は本発明の一実施形態に係るインクカートリッジにアダプタ付きイ
ンクパックが配置された状態の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、本発明の一実施形態について図面を参照しながら説明する。本実施形態に係るイ
ンクジェット式記録装置は、記録媒体としての記録紙Ｋに印刷を行うインクジェットプリ
ンタ１００である。以下の説明では、左、右、上、下とは、図１のインクジェットプリン
タ１００の正面にいる作業者から見た左、右、上、下をそれぞれ意味することとする。ま
た、インクジェットプリンタ１００から上記作業者に近づく方を前方、遠ざかる方を後方
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とする。図１において、符号Ｆ（図２参照）、Ｒｅ（図２参照）、Ｌ、Ｒ、Ｕ、Ｄは、そ
れぞれ前、後、左、右、上、下を表している。但し、これらは説明の便宜上の方向に過ぎ
ず、本実施形態に係るインクジェットプリンタ１００の設置態様を何ら限定するものでは
ない。インクヘッドユニット１０７は、左方および右方に移動可能であり、記録紙Ｋは前
方および後方に搬送可能である。インクヘッドユニット１０７の移動方向、記録紙Ｋの搬
送方向をそれぞれ主走査方向Ｙ、副走査方向Ｘ（図２参照）と称することとすると、主走
査方向Ｙは左右方向に対応し、副走査方向Ｘは前後方向に対応する。主走査方向Ｙと副走
査方向Ｘとは直交している。但し、主走査方向Ｙおよび副走査方向Ｘは特に限定されるわ
けではなく、インクジェットプリンタ１００の形態などに応じて適宜に設定可能である。
なお、上記の記録媒体は、他のシート状の記録媒体、例えば樹脂製のシート等であっても
よい。また、記録媒体は、可撓性を有するシート状のものに限らず、ガラス基板等の硬い
記録媒体であってもよい。
【０００８】
　図１に示すように、インクジェットプリンタ１００は、本体部１０１と、側方部１０２
，１０３と、プラテン１０４と、脚部１０５，１０６と、インクヘッドユニット１０７と
、後述の複数の容器１（図２参照）をそれぞれ収容する容器収容部１０８，１０９と、を
備えている。本体部１０１は、左右方向に延びた筐体である。本体部１０１の内方には、
記録紙Ｋを支持するプラテン１０４が設けられている。プラテン１０４は、主走査方向Ｙ
に延び、当該プラテン１０４の前端が容器収容部１０８，１０９よりも前方に位置するよ
うに設けられている。図２に示すように、プラテン１０４の前端には湾曲部１０４ａが形
成されている。本体部１０１の前部の左方には筐体からなる側方部１０２が接続されてい
る。側方部１０２は、容器収容部１０８よりも前方に位置し、かつ容器収容部１０８より
も下方に位置している。本体部１０１の前部の右方には筐体からなる側方部１０３が接続
されている。側方部１０３は、側方部１０２の右方に位置している。本体部１０１の下部
には、当該本体部１０１を支持する脚部１０５，１０６が取り付けられている。脚部１０
６は、脚部１０５の右方に位置している。インクヘッドユニット１０７は、本体部１０１
の内方に配置されている。容器収容部１０８，１０９は、本体部１０１の上部の左方に設
けられている。容器収容部１０９は、容器収容部１０８の右方に当該容器収容部１０８と
並んで配置されている。なお、本実施形態では、２つの容器収容部１０８，１０９を設け
るようにしたが、一つ或いは三つ以上の容器収容部を設けるようにしてもよい。
【０００９】
　図１において、記録紙Ｋを支持するプラテン１０４の領域（つまり、印刷領域）のうち
左右方向の領域をＲ１とし、容器収容部１０８の左右方向の領域をＲ２とし、容器収容部
１０９の左右方向の領域をＲ３とする。容器収容部１０８の少なくとも一部は、プラテン
１０４の上方に配置されることにより、インジェクタプリンタ１００の左右方向において
プラテン１０４と重なっている。また、容器収容部１０９の少なくとも一部は、プラテン
１０４の上方に配置されることにより、左右方向においてプラテン１０４と重なっている
。本実施形態では、容器収容部１０８の領域Ｒ２の一部は、左右方向においてプラテン１
０４の領域Ｒ１と重なっている。また、容器収容部１０９の領域Ｒ３の全部は、左右方向
において領域Ｒ１と重なっている。これにより、領域Ｒ１の上方に領域Ｒ２の一部が位置
しており、領域Ｒ１の上方に領域Ｒ３の全部が位置している。
【００１０】
　図２に示すように、容器収容部１０８は、主走査方向Ｙ、つまり左右方向に延びている
。容器収容部１０８は、傾斜部２と、左壁部３と、右壁部４と、天板部５と、複数の側板
９とを備えている。なお、容器収容部１０９の構成は容器収容部１０８の構成と同じであ
るため、以下では、容器収容部１０８の説明のみ行う。傾斜部２は、インクパック１１０
が収容された容器１を支持する。インクパック１１０内には、イエロー（Ｙ）、マゼンタ
（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（Ｋ）またはその他のインクが充填されている。傾斜部
２は、後方に向かうにつれて下方に傾斜している。図３に示すように、傾斜部２の水平面
ＨＳに対する傾斜角θは、例えば５度である。これにより、傾斜部２に支持された容器１
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は、後方に向かうにつれて下方に傾斜して配置されている。したがって、インクパック１
１０は、容器１において後方に向かうにつれて下方に傾斜して収容されている。なお、傾
斜角θの値は、特に限定されるものではない。
【００１１】
　図２に戻り、左壁部３は、傾斜部２の左端に接続されている。右壁部４は、傾斜部２の
右端に接続されている。天板部５は、左壁部３の上端と右壁部４の上端とに接続されてい
る。天板部５は、傾斜部２に対向して配置されている。これらの傾斜部２と、左壁部３と
、右壁部４と、天板部５とによって、開口７が形成されている。開口７は、主走査方向Ｙ
に延びかつ前方に向かって形成されている。側板９は垂直に設けられている。側板９の上
端は、天板部５に接続されている。側板９の下端は、傾斜部２に接続されている。各側板
９は、それぞれ主走査方向Ｙに沿って互いに間隔を空けて並設されている。このような構
成により、容器収容部１０８は、側板９によって区分けされている。容器収容部１０８は
、複数の個別収容部１０８ａに区分けされている。容器収容部１０８よりも下方に複数の
表示灯１０が設けられている。各表示灯１０は、各個別収容部１０８ａにそれぞれ対応し
て設けられている。表示灯１０は、インクパック１１０が収容された容器１が個別収容部
１０８ａの所定位置に適切に配置されたことが図示しないセンサにより検知されたときに
点灯されるようになっている。これによって、容器１を個別収容部１０８ａに配置したに
も関わらず表示灯１０が点灯しないときには、作業者は、容器１が個別収容部１０８ａの
所定位置に適切に配置されていないことを認識することができる。なお、図２においては
、容器収容部１０８には４つの容器１が収容されており、容器収容部１０９と併せて、本
実施形態のインクジェットプリンタ１００では合計８つの容器１が収容されるが、収容さ
れる容器１の数は特に限定されるものではない。
【００１２】
　図２に示すように、容器１は、容器収容部１０８の個別収容部１０８ａに収容される。
作業者は、容器１を開口７から後方に向けて個別収容部１０８ａに挿入する。容器１は、
前板部材１ａと、板状の把持部１ｂと、左板部材１ｃと、右板部材１ｄと、底板部材１ｅ
（図３参照）と、後板部材１ｆ（図５（ｂ）参照）と、を備えている。容器１の底板部材
１ｅは、当該容器１が個別収容部１０８ａに収容されたときに傾斜部２に支持される。前
板部材１ａは、底板部材１ｅの前端に接続されている。後板部材１ｆは、底板部材１ｅの
後端に接続されている。把持部１ｂは、前板部材１ａに連結され、当該前板部材１ａの前
方に位置している。把持部１ｂは、容器１が個別収容部１０８ａに収容されたときに、上
下方向において天板部５とカバー部材６の後述の回動中心８ａとの間に位置している。左
板部材１ｃは、底板部材１ｅの左端、前板部材１ａの左端および後板部材１ｆの左端に接
続されている。右板部材１ｄは、底板部材１ｅの右端、前板部材１ａの右端および後板部
材１ｆの右端に接続されている。なお、前板部材１ａおよび把持部１ｂを採用する代わり
に、図５（ｂ）のような前板部材１ｇのみを採用してもよい。容器１の後部には、インク
パック１１０を容器１において位置決めするための後述のアダプタ１２（図５（ａ），（
ｂ）参照）が設けられている。インクパック１１０は、当該インクパック１１０の厚み方
向と垂直な方向の部分が容器１の底板部材１ｅ（図３参照）に支持されることにより横置
きの状態で容器１に配置される。
【００１３】
　図２に示すように、開口７よりも前方にカバー部材６が設けられている。カバー部材６
の主走査方向Ｙにおける長さは、容器収容部１０８の主走査方向Ｙにおける長さ以上とな
っている。カバー部材６は、開口７よりも下方に位置する回動中心８ａを基準に回動する
ように構成されている。カバー部材６は、開口７よりも下方に設けられ、当該カバー部材
６に接続されたヒンジ８によって前方に開くようになっている。これにより、カバー部材
６は、開口７を閉じることにより容器収容部１０８の各構成部材と共に容器１を覆う第１
位置Ｐ１と、前方に向けて回動することにより開口７を開放する第２位置Ｐ２との間で回
動可能に構成されている。カバー部材６は、第２位置Ｐ２にあるときに側方部１０２の上
面に接触する。それにより、カバー部材６は、第２位置Ｐ２においてそれ以上回動しない
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ように規制されている。
【００１４】
　カバー部材６は、第１板部材６ａと、第２板部材６ｂとを備えている。カバー部材６の
第１板部材６ａは、カバー部材６が第１位置Ｐ１にあるときに、容器１の前端である把持
部１ｂと対向する。カバー部材６の第２板部材６ｂは、第１板部材６ａに交差するように
連結され、かつカバー部材６が第１位置Ｐ１にあるときに、後方に突出するように設けら
れている。カバー部材６が第２位置Ｐ２にあるときに、当該カバー部材６の前端６ｃはプ
ラテン１０４よりも上方に位置している。カバー部材６が第２位置Ｐ２にあるときに、当
該カバー部材６の前端６ｃはプラテン１０４の湾曲部１０４ａよりも上方に位置している
。カバー部材６が第２位置Ｐ２にあるときに、当該カバー部材６の前端６ｃはプラテン１
０４の前端である湾曲部１０４ａよりも前方に位置している。
【００１５】
　次に、本実施形態のインクパック１１０について説明する。図４に示すように、インク
パック１１０には、インクパックキャップ１１１が設けられている。インクパックキャッ
プ１１１は、インクパック１１０の長手方向Ｄ１の一方の端部１１０ａの中央に接続され
ている。インクパックキャップ１１１は、インクパック１１０よりも後方に配置されてい
る。インクパックキャップ１１１の一部はインクパック１１０内に挿入されている。イン
クパックキャップ１１１の前端１１１ａはインクパック１１０内に挿入されている。イン
クパック１１０は、矩形状に形成されている。インクパック１１０は、それぞれ矩形状に
形成された上面部１１２ａおよび下面部１１２ｂを備えている。
【００１６】
　インクパック１１０内には、インク充填部１１３と、インク充填部１１３に連結したイ
ンク流出部１１４と、インク流出部１１４に連結したインク供給部１１５と、が形成され
ている。インク充填部１１３は、一定幅を有している。インク流出部１１４は、インク充
填部１１３から離間するにつれて幅が小さくなるよう設定されている。インク流出部１１
４は、長手方向Ｄ１の中央よりもインクパックキャップ１１１側に位置している。インク
供給部１１５は、インクパックキャップ１１１の一部が挿入され、インク充填部１１３の
幅よりも小さい一定幅を有している。このようなインク流出部１１４およびインク供給部
１１５は、インクパック１１０の上面部１１２ａと下面部１１２ｂとを溶着することによ
って形成されている。図４に示すように、インクパック１１０には、斜線で示す２つの溶
着領域ＷＲ１，ＷＲ２が設けられている。溶着領域ＷＲ１，ＷＲ２は、それぞれ平面視で
台形状に形成されている。このように、インクパック１１０のうちインクパックキャップ
１１１近傍の部分を窄ませた形状にすることができる。これによって、インクパック１１
０内の隅にインク溜まりが生じ難くなり、インク充填部１１３のインクをインク流出部１
１４に集め易くなる。すなわち、インクパック１１０内において一点集中的にインクを集
めることができる。これにより、多量のインクがインクパック１１０内に残留することな
く、インクがインクパックキャップ１１１から十分に流出される。したがって、インクパ
ック１１０内のインクを十分に使うことが可能となり、経済的である。
【００１７】
　図５（ａ）に示すように、本実施形態では、インクパック１１０が容器１に配置される
前に、当該インクパック１１０にはアダプタ１２が装着される。そして、アダプタ１２が
装着された状態のインクパック１１０が容器１の所定位置に配置されるようになっている
。アダプタ１２は、インクパック１１０に対して着脱可能な構成となっている。アダプタ
１２は、後面部１２ａと、後面部１２ａの上端に接続された上面部１２ｂと、後面部１２
ａの下端に接続され、上面部１２ｂの前端よりも前方に延びる下面部（図示せず）と、上
面部１２ｂの左端に接続された左壁部１２ｄと、上面部１２ｂの右端に接続された右壁部
１２ｅと、を備えている。左壁部１２ｄと前記下面部との間には隙間１３が設けられてい
る。右壁部１２ｅと前記下面部との間には隙間１４が設けられている。インクパックキャ
ップ１１１（図４参照）がアダプタ１２の後面部１２ａの所定位置に設置された状態で、
インクパック１１０の後部が上記隙間１３および隙間１４に配置される。詳細には、イン
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クパック１１０の後部の左部が左壁部１２ｄに接触しない状態で隙間１３に挿通され、イ
ンクパック１１０の後部の右部が右壁部１２ｅに接触しない状態で隙間１４に挿通されて
いる。これによって、インクパック１１０の後部は、アダプタ１２から押圧力を受けるこ
となくフリーな状態で当該アダプタ１２に対して位置決めされている。次に、図５（ｂ）
に示すように、アダプタ１２が装着されたインクパック１１０が容器１に配置される。こ
の場合、インクパック１１０の下面部１１２ｂ（図４参照）が容器１の底板部材１ｅに支
持される。
【００１８】
　以上のように、本実施形態によれば、インクパック１１０を横置きの状態で収容する容
器１が容器収容部１０８の個別収容部１０８ａに収容される。個別収容部１０８ａは、主
走査方向Ｙに沿って並設されている。このような構成により、容器収容部１０８の高さを
低くすることができる。それにより、インクジェットプリンタ１００の高さをコンパクト
にすることが可能となる。一方、インクパック１１０を横置きの状態で収容する容器１を
個別収容部１０８ａに収容する構成のみだと、インクジェットプリンタ１００の主走査方
向Ｙの部分が長くなってしまう。これに対して、本実施形態では、容器収容部１０８の一
部が主走査方向Ｙにおいてプラテン１０４と重なっている。これにより、インクジェット
プリンタ１００の主走査方向Ｙの部分が長くなってしまうことを抑制することができる。
以上により、インクジェットプリンタ１００の高さをコンパクトにしながらも、当該イン
クジェットプリンタ１００の主走査方向Ｙの部分が長くなってしまうことを抑制すること
ができる。さらに、容器収容部１０８の一部が主走査方向Ｙにおいてプラテン１０４と重
なっていることで、容器取り出しの際にインクがプラテン１０４等に垂れる虞があるが、
インクが垂れた場合でも第２位置Ｐ２にあるカバー部材６で受けることができる。これに
よって、インクがインクジェットプリンタ１００本体や記録紙Ｋに付着してインク汚れが
生じることを抑制することができる。
【００１９】
　また、本実施形態によれば、カバー部材６が第２位置Ｐ２にあるときに、第２板部材６
ｂは第１板部材６ａと交差しかつ上方を向くように配置される。このため、容器１から漏
れたインクを第１板部材６ａで受けることができる。また、第１板部材６ａで受けたイン
クが当該第１板部材６ａに沿って下方に垂れても、当該インクは第２板部材６ｂにより堰
き止められる。これによって、インクがインクジェットプリンタ１００本体や記録紙Ｋに
付着してインク汚れが生じることをより抑制することができる。
【００２０】
　また、本実施形態によれば、ヒンジ８によりカバー部材６を前方に回動させることがで
きる。それにより、簡単な構造でカバー部材６の回動を実現することができる。
【００２１】
　また、本実施形態によれば、作業者は、容器１の把持部１ｂを把持しつつ当該容器１を
容器収容部１０８の個別収容部１０８ａに対して容易に出し入れすることができる。
【００２２】
　また、本実施形態によれば、カバー部材６が第２位置Ｐ２にあるときに、容器１の把持
部１ｂが上下方向において天板部５とカバー部材６の回動中心８ａとの間に位置している
ので、作業者は把持部１ｂを把持し易い。これによって、作業者はインクパック１１０の
交換時に個別収容部１０８ａから容器１を取り出し易い。
【００２３】
　また、本実施形態によれば、カバー部材６が第２位置Ｐ２にあるときに、プラテン１０
４の上方にカバー部材６の前端６ｃが位置している。これにより、容器取り出しの際にイ
ンクが容器１から漏れたとしても、カバー部材６の存在によってプラテン１０４および当
該プラテン１０４上の記録紙Ｋにインクが付着する可能性が低減される。
【００２４】
　また、本実施形態によれば、カバー部材６が第２位置Ｐ２にあるときに、プラテン１０
４の湾曲部１０４ａの上方にカバー部材６の前端６ｃが位置している。これにより、容器
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取り出しの際にインクが容器１から漏れたとしても、カバー部材６の存在によってプラテ
ン１０４および当該プラテン１０４上の記録紙Ｋにインクが付着する可能性がより低減さ
れる。
【００２５】
　また、本実施形態によれば、カバー部材６が第２位置Ｐ２にあるときに、当該カバー部
材６の前端６ｃはプラテン１０４の湾曲部１０４ａよりも前方に位置している。これによ
り、容器取り出しの際にインクが容器１から漏れたとしても、カバー部材６の存在によっ
てプラテン１０４および当該プラテン１０４上の記録紙Ｋにインクが付着する可能性がさ
らに低減される。
【００２６】
　また、本実施形態によれば、カバー部材６を第２位置Ｐ２において側方部１０２の上面
に接触させることにより、当該カバー部材６をそれ以上回動しないようにすることができ
る。これにより、カバー部材６が第２位置Ｐ２よりも下方に回動することによって、当該
カバー部材６によりインクを受けることができなくなってしまうことを回避することがで
きる。
【００２７】
　また、本実施形態によれば、傾斜部２により、容器１が後方に向かうにつれて下方に傾
斜する。これにより、インクパック１１０は、後方に向かうにつれて下方に傾斜した状態
で容器１に収容される。このため、インクパック１１０内のインクが後方に向けて流出し
易くなる。したがって、インクパック１１０内にインク溜まりが生じ難くなる。
【００２８】
　また、本実施形態によれば、カバー部材６の主走査方向Ｙにおける長さは、容器収容部
１０８の主走査方向Ｙにおける長さ以上となっている。これにより、容器取り出しの際に
インクが容器１から漏れたとしても、プラテン１０４および当該プラテン１０４上の記録
紙Ｋにインクが付着する可能性がより低減される。
【００２９】
　また、本実施形態によれば、容器収容部１０８は、主走査方向Ｙに沿って複数の個別収
容部１０８ａに区分けされているので、インクパック１１０を収容した容器１を容器収容
部１０８の所定の位置に収容し易くなる。
【００３０】
　以上、本発明の実施形態について説明した。しかし、上述の実施形態は例示に過ぎず、
本発明は他の種々の形態で以下のように実施することが可能である。
【００３１】
　上記実施形態では、容器収容部１０８の一部が主走査方向Ｙにおいてプラテン１０４と
重なるようにしたが、これに限定されるものではない。容器収容部１０８の全部が主走査
方向Ｙにおいてプラテン１０４と重なるように構成してもよい。
【００３２】
　また、上記実施形態では、カバー部材６を第２位置Ｐ２において側方部１０２の上面に
接触させることで、当該カバー部材６の回動を規制するようにしたが、これに限定される
ものではない。カバー部材６の回動を規制するロック機構などを設けるようにしてもよい
。
【００３３】
　また、上記実施形態では、容器収容部１０８の傾斜部２により容器１が支持されること
によって当該容器１を傾斜するようにしたが、これに限定されるものではない。傾斜部２
を傾斜させずに水平面とし、容器１の底板部材１ｅを後方に向かうにつれて下方に傾斜す
るように形成してもよい。要は、インクパック１１０を後方に向かうにつれて下方に傾斜
させればよく、当該インクパック１１０を傾斜させる構成については、特に限定されるも
のではない。
【００３４】
　また、上記実施形態では、容器１の把持部１ｂを板状に形成するようにしたが、これに
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限定されるものではない。把持部１ｂに取っ手を設けるようにしてもよい。
【００３５】
　＜その他の発明＞
　特許文献１に記載されたインクジェット式記録装置では、インクカートリッジの交換時
にインクが漏れることがある。インクカートリッジの交換頻度が高くなればなるほど、イ
ンクカートリッジ交換時におけるインク漏れの頻度も高くなる。インクが漏れると、イン
クジェットプリンタ本体や記録紙に付着してしまい、インク汚れが生じる。しかしながら
、上記従来のインクジェット式記録装置では、インクカートリッジ交換時のインク汚れに
対する対策を講じていない。また、インクジェット式記録装置のコンパクト化が望まれて
いる現状がある。
【００３６】
　そこで、その他の発明では、インクパックを収容する容器の取り出し時におけるインク
汚れを抑制することができ、コンパクト化されたインクジェット式記録装置を提供するこ
とを目的としている。
【００３７】
　その他の発明に係るインクジェット式記録装置は、記録媒体を支持するプラテンと、主
走査方向に延び前方に向かって形成された開口を備え、少なくとも一部が前記プラテンの
上方に配置されることにより前記少なくとも一部が前記主走査方向において前記プラテン
と重なる容器収容部と、前記容器収容部に収容され、インクが充填されたインクパックの
うち当該インクパックの厚み方向に対して垂直な方向の部分を支持することにより前記イ
ンクパックを横置きの状態で収容する容器と、前記開口よりも下方に位置する回動中心を
基準にして、前記開口を閉じることにより前記容器収容部と共に前記容器を覆う第１位置
と、前方に向けて回動することにより前記開口を開放する第２位置との間で回動可能に設
けられたカバー部材と、を備えている。
【００３８】
　その他の発明に係るインクジェット式記録装置によれば、インクパックを横置きの状態
で収容する容器が上記容器収容部に収容される。このような構成により、容器収容部の高
さを低くすることができる。それにより、インクジェット式記録装置の高さ部分をコンパ
クトにすることが可能となる。一方、インクパックを横置きの状態で収容する容器を容器
収容部に収容する構成のみだと、インクジェット式記録装置の主走査方向の部分が長くな
ってしまう。これに対して、その他の発明では、容器収容部の一部が主走査方向において
プラテンと重なっている。これにより、インクジェット式記録装置の主走査方向の部分が
長くなってしまうことを抑制することができる。以上により、インクジェット式記録装置
の高さ部分をコンパクトにしながらも、当該インクジェット式記録装置の主走査方向の部
分が長くなってしまうことを抑制することができる。さらに、容器収容部の一部が主走査
方向においてプラテンと重なっていることで、容器取り出しの際にインクがプラテン等に
垂れる虞があるが、インクが垂れた場合でも第２位置にあるカバー部材で受けることがで
きる。これによって、インクがインクジェット式記録装置本体や記録媒体に付着してイン
ク汚れが生じることを抑制することができる。
【００３９】
　その他の発明によれば、インクパックを収容する容器の取り出し時におけるインク汚れ
を抑制することができ、コンパクト化されたインクジェット式記録装置を提供することが
できる。
【符号の説明】
【００４０】
　１　　容器
　１ａ　前板部材
　１ｂ　把持部
　２　　傾斜部
　５　　天板部
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　６　　カバー部材
　６ａ　第１板部材
　６ｂ　第２板部材
　６ｃ　カバー部材の前端
　７　　開口
　８　　ヒンジ
　８ａ　カバー部材の回動中心
　１００　インクジェットプリンタ（インクジェット式記録装置）
　１０２　側方部（筐体）
　１０４　プラテン
　１０４ａ　プラテンの湾曲部
　１０８，１０９　容器収容部
　１０８ａ　個別収容部
　１１０　インクパック
　Ｋ　　記録紙（記録媒体）
　Ｐ１　第１位置
　Ｐ２　第２位置
　Ｘ　　副走査方向
　Ｙ　　主走査方向
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